令和元年度　第1回立科町総合教育会議事録
　

日　　時　　　令和元年12月24日（火曜日）午後３時15分～4時30分
場　　所　　　たてしな人権センター　会議室
参集委員　　　立科町長　　　　両角　正芳
　　　　　　　立科町教育長　　塩澤　勝巳
　　　　　　　教育長職務代理　中澤　士郎
　　　　　　　教育委員　　　　飯島　英一
　　　　　　　教育委員　　　　堀　美智子
　　　　　　　教育委員　　　　池田　広　　
事務局　　　　遠山総務課長　市川財政係長　市川教育次長・浦野子育て教育係長
芝間社会教育人権政策係長
傍聴者　　　　なし
協議事項　　　（１）令和2年度以降の事業について
　　　　　　　

　　　　　　　（２）その他
　　　
教育次長：　　皆様には引き続きの会議でよろしくお願い致します。立科町総合教育会議、資料の２ページに要綱を載せてありますが、町長と教育委員会が円滑に意思疎通を図り、町の教育の課題及び目指す姿勢等を共有しながら、連携して効果的に教育行政推進のため、目的が盛られております。この目的に沿って、本日、話し合いをしていただければありがたいと思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　それでは、始めに両角町長あいさつをお願いします。
町　　長：　　皆さん、改めまして、こんにちは。今年もあと一週間ほどになりました。非常に忙
しい状況下の中ですが、令和元年度第一回の立科町総合教育会議をご案内申し上げたところでございます。本当にお忙しい中お集まりいただき誠にありがとうございます。
この関係につきましては、ご案内の通り平成２７年４月から「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正に伴いまして、それまで教育委員会という組織が独立独歩で、いわゆる自分たちの地域教育に対して教育委員会が全てやってきたわけです。しかし、それ以降につきましては、首長である町長が教育委員会で構成する総合教育会議において、協議策定する教育大綱をつくり、その後の「立科教育推進を図っていく」というわけであります。そうは言いましても、その当時も私、議員の立場で思ったのですが、やはり教育委員会というものは、あくまでも独自性があって、その中で行政と向き合うというのが本来の筋であろうと思っておりました。しかし、そういう理由で町長が頭になるということでありますが、これについては、あくまでも行政が一体となって、これからの立科教育について務めていきたいと、そのためには教育委員の皆さま方には、それぞれの皆様のお力の中で思いを述べていただき　、これからの立科町の教育を詰めていっていただければありがたいと思っております。
今日は令和元年度一回目の会議でございます。どうか忌憚ないご意見を出していただきながら、より良い教育行政を進めていきますようにお願いしたいということで、本日、令和２年度以降の事業関係もでてまいりますが、よろしくご審議いただきたいと思います。大変ご苦労様でございます。　　　　　　
教育次長：　　本日、資料の中では、教育委員会部局の方で予算金管理はしていきたいと、要望を載せております。財政的なこともありますので総務課長、また財政担当係長にご出席いただいておりますのでよろしくお願い致します。

　　　　　　　　それでは早速、協議事項の方に入らせていただきます。進行は町長によろしくお願い致します。

町　　長：　　はい、それでは早速、協議事項でございます。
　　　　　　　（１）の令和２年度以降の事業について　お願いします。　　　
教育次長：　　それでは、着座で失礼いたします。令和２年度以降の事業予定でございます。令和２年からなるべく喫緊の内に教育委員会として対応していきたいというものを載せております。
まずは小学校の関係でございます。受水槽の改修ですが、現在、受水槽に入っている水を利用して生活水に使っていますが、これが今の建築基準法では、なかなか仕様が合致してないということがございます。それから、この受水槽自体が、かなり年数が経っていて経年劣化で古くなっていること、飲み水にもかかわることもございまして、早いタイミングで改修していきたいと考えております。
管理棟・高学年棟屋根の改修については、２年前に低学年棟の屋根の改修をさせて頂きました。長寿命化を考えて定期的に屋根の改修を行っていきたいということでございます。
校内照明ＬＥＤ化につきましては、小中一緒でございます。小中学校にかかわらず行政施設全部そうですが、この蛍光灯等が2020年度で生産終了です。あとは在庫がある限りは対応できるのですが、それ以降、全てがＬＥＤ化になります。お金もかかることなので数年単位に分けて小中学校、児童館など教育委員会としてはＬＥＤ化を進めてまいりたいと思っております。
職員室へのエアコン設置ですが、これも中学校と同様でございます。これにつきまして、今年度繰越し事業で子どもが使う子どものいる部屋につきましては、国の補助事業を使って設置させて頂きました。ただ、当初、要望した職員室・事務室などにつきましては採択されませんでした。来年度に向けて国への要望は出してございます。またこちらの要望等が通る状況になりましたら、考えていきたいと思います。
児童用タブレットの整備について中学校も同様です。定例教委の中で教育委員長からも話がございましたが、国の今度の補正予算の中で児童生徒三人に1人の目的のものが今度は全員（1人一台）にタブレットを推奨している方針が示されております。これに先立って校内ランも整備するということですが、立科町においては、タブレットについてはそれぞれ小中学校35台ずつ設置してあります。校内ランについてはすべての教室で使えるように整備が終えています。国の補助金の説明はこれからになりますので、詳しい話は分かりませんが、要望していきたいと思っております。
来年度から英語の教科化が本格実施されます。現在、ALTが週３日ですが、来年は３年生以上の英語時間が２０時間増えます。ALTの派遣について小学校でも検討をお願いしましたが、学校の検討では日数は週3日でクリアできるが、来ていただく時間を夕方長くしていただきたいという返事をいただいています。ALTにつきまして、勤務時間が長くなれば委託料が高くなりますが、ぜひ、そのような形で進めていきたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。
中学校については、体育館屋根改修工事ですが、カラー鉄板吹き屋根になっております。完成してからまだ一度も塗装等してございませんので、喫緊の状況を見ながら塗装等の施行をして長寿命化を図ってまいりたいと思っております。
それから社会教育関係でございます。特に喫緊でやりたいのが、中央公民館前の区画線が、大分消えてしまっているので、区画線の整備工事をしていきたい。
公民館については、多目的トイレが使うのに不都合があるので、こちらの改修も行っていきたいと思っております。
オレゴンについては、2年に1回の中学生派遣が来年にございます。夏休みの期間中、8月11日～8月18日ということで日程の調整はしてございますが、その間で来年度の中学生をオレゴンに派遣をお願いしたいと思っております。
自然観察ガイドブックの印刷ですが、ふるさと地方創生活性化交付金10/10の補助金で作成してありますが、残りの部数も少なくなってきましたので、立科町内の自然観察ガイドブックを作成したものがございます。立科町に来る学校関係の皆さんにも配っておりますので、そんなことにも活用していきたいということで、印刷を計画しております。
それから、長年の課題であります体育館裏倉庫ですが、大分、屋根が傷んでおりまして、これも長寿命化を図るということで、屋根の改修を行っていく予定です。
松くい虫被害防除樹幹注入ですが、6年に1回、松並木の整備計画の中でうたわれておりまして、適宜、整備計画に沿って進めている事業でございます。これが来年度の事業になっておりまして、来年度是非、予算をかけて樹幹注入を行っていきたいと思っております。
体育施設の備品購入ですが、近年、障害者スポーツということも言われておりますボッチャ用具を社会体育の中でも整備をしていったらどうかと言うことです。
ジュニアサッカーゴールについては、近隣のジュニアチームがこちらのグランドを使用する要望が高くなっているということ、バレーボールの支柱も大変古くなっております。また、スポーツ少年団のバレーボールで使う時に、重い支柱は子どもの怪我につながるということで、怪我の予防に、なるべく軽量の今の時代にあったものに考えているところでございます。

次に子育て支援関係についてですが、以前に中澤職務代理さんからもご提案いただいたところですが、中学校の英語検定・漢字検定の検定費用がかかるということですので、半額程度の補助をして子どもの学力向上に資していきたいという要望でございます。最後は、統合型校務支援システム導入ということでございますが、これについては、県の方で統一のシステム導入ということで県が進めております。これは全県どこへ行っても同じシステムですので学校校務、学生管理、成績管理、出席簿、通知票等を一括管理していく中で、先生方の事務的な効率化を図り校務の時間短縮いわゆる働き方改革を県が進めている事業です。こちらに是非、来年度当初から導入していきたいと考えております。喫緊の中では、教育委員会の主な新規事業は以上ですが、また皆さんよろしくお願いいたします。
　　教育長：　　ここは主に施設的なものを項目で挙げさせていただいておりますが、ソフト的な部分については従来通りの方針で進めていきたいと思いますので、ご承知おきをお願い申し上げます。特に先生方については不足があるといけないものですからその手当はしっかりやっていきたいと思います。今のところ学級数の変動もありませんので、現在の需要で間に合うのではないかと考えております。なおここにある1～5番の事業ですが、すべて一度にできるものではございませんので、優先度を見ながら緊急なものは財政と打ち合わせをさせていただきながら進めさせていただきます。
町　　長：　　令和2年度以降の事業関係をお示しして説明いただきましたが、ご質問はあります　　　　　　　　
　　堀委員：　　令和２年度以降ということは、令和３年度４年度ということですか？
令和２年を含めて3年4年5年ということですね。
　　町　　長：　　さしあたり緊急性のあるものはどの事業ですか？
　　　　　　　　　令和2年にすぐ始めたい事業は何ですか？
　　教育次長：　　優先順位で高いもの、必ずお願いしたいものは、小学校の受水槽ですが法律の関係
もございます。タブレットは国の動向もありますので、単年度ではなくぜひ来年度ではありません、少し余裕があります。エアコン設置事業は国の補助が付くかどうかの動向を見ながらですので必ず2年度ではございません。小学校の管理棟屋根の改修は定期的にやっていければと思います。ただ、町の財政事情がございます。2千万以上かかってしまう事業ですので、財政状況で判断していきたいと思います。補助事業ではございません。
中学校体育館屋根も建てて30年経過しているので、早く手は入れたいです。あと社会教育関係の区画線の設置工事は、町民からのいろいろな意見が出ておりますので、ぜひお願いしたいところです。多目的トイレも、これを使う皆さんから具合悪いとご指摘を受けております。トイレが壊れているわけではございませんが、財政が許せればなるべく早く改修をお願いしたいところです。
オレゴン市はもう確定でございます。自然観察ガイドブックも残数が減っていることから来年度からおねがいしたいところでございます。
体育館倉庫屋根修繕、これについては社会体育施設も順次整備を計画しております。順次手をつけさせていただけたらと思っております。できれば来年お願いしたいところです。松食いは計画にございますのでぜひお願いします。体育施設準備品もお願いしたいのですが、まずはジュニアサッカーゴール、バレーボール支柱ですが、これは2セットありますが年度に分けて1セットずつお願いできればと思っています。ボッチャも小学校のものを借りている状況なので、障害者スポーツを進める立場からは購入をお願いしたいところです。
町　　長：　　どのぐらいするものなのですか？
　　　　　　　今、町の中でボッチャの普及はどうですか（障害者関係で）？
　　芝間係長：　　はい、ボッチャは１セット2万と少しですね。２組ということで。
障害者の方で取り組まれている方は把握しておりませんが、各分館において体験ということで、取り組まれている茂田井分館では、ボッチャのものを揃えております。あとは小学校に用具がありますので、それを貸出ししてもらっております。町にも何度か貸出し要請はございましたが、無いので、東信教育事務所に借りに行ってもらったり、小学校へ行ってもらったりしているので、町でも整備する必要があるので要求したいと思います。
　　町　　長：　　今後、社会教育の中で、ボッチャを各地域でという色は、まだ出てきてないですか？
　　芝間係長：　　そうですね、ボッチャのコートが特殊な形で独自に書いて、Vの字に線を引いたりしなければいけないところもございまして、それを教えられる人も限られています。講師を呼んで講習会を開いて、このように楽しんでいただいております。
　　町　　長：　　はい、わかりました。他は？
教育次長：　　それから4番の検定のことですが、これもできれば来年度から是非、お願いしたいと思っております。統合型校務支援システムも決裁いただいて県のほうに申請してございますので、4月1日から始められるようにお願いしたいところでございます。
芝間係長：　　1点お願いがあります。ここに記載はございませんが、来年度予想されるということで、補正予算対応になろうかと思われます。台風19号の関係で権現山運動公園の津金寺側の土手が大きく崩れております。ある程度、農林課のほうで水路の復旧をした後で、もう一度、崩れないような壁を作る工事をしていく予定です。まだ設計ができてない段階ですが、設計の予算だけは、補正予算で取らせてもらっております。
おそらく1千万以上を超えていくような工事になってくるのかと思われます。また、別途、設計ができてからというような形状になってきますが、そのようなものも予定されております。よろしくお願いします。
　町　　長：　　今お話の合った19号台風被害の関係ですが、仮設をやって本復旧となると結局、2回入り込まないといけないのは、経費も掛かりますし、農家の皆さんの水田変かえないと入っていけないのを一発でやっていきたいという形の中でいます。水路も下にありますが影響ないということです。査定が終わったところで、それ以降できるだけ早く、それはご承知おきいただきたいと思います。私の立場からもお願いします。
　中澤委員：　　口頭でご説明ありました施設設備関係のことですが、これだと優先順位とか緊急と
か国の予算が絡んでいるということで、ある程度一覧表になっているのかどうかひっかけた表ができているのか聞きたいですが
教育次長：　　町の実施計画の中で、施設の一年ごとの計画が3年間あり、その中の施設に順位を
つけて、ここから整備していきたいという計画は作ってございます。
中澤委員：　　年度単位でできるもの、2年3年かからないとできないもの、緊急にやらなければならないもの、ウエイトが必要なもの、予算規模がどの位のものかですぐできないものがあります。LEDは後回しでもできる話はありましたが、今後、可視化していただけるとありがたい。
町　　長：　　今、代理がおっしゃたように、一つには全体を見通す中で令和2年度に財政的にもこれはどうしても必要というのが一つ、令和2年度にはやっていきたいが国の補助事業等を見据えてやっていかなければいけないものがある。その動向を見ながら補正対応になるのか、次年度になるのか。逆に緊急性はないが、ここ1、2年の間に据えていきたいとか大まかにつかんでやらないと計画が成り立たないのでは。
中澤委員：　　これはすぐにはできないことだと思います。小学校の全体の改築との絡みと含めて、是非、研究協議を進めていただきたいのは、いわゆる小中一貫校等を想定した小学校の改築を、是非、時間かけて検討していっていただければと思います。
町　　長：　　子どもの少子化がかなり進み、それに校舎の老朽化も伴い、小中一貫校の問題が出ましたが、その形がベターなのかどうなのか、これについては町全体として今後、小中校の問題をどうするのか、近い将来、研究をしていかなければならない状況ではあります。ただ、今回の創生会議に小中学校の問題を入れませんでした。それを入れてしまうと、非常に醸し出してしまいます。そうではなく、ある程度、専門の方々に議論していただきながら少しずつ進めていかないと、勝手に噂が独り歩きしてしまうと問題にもなるので、基本的には、小学校は小学校と中学校は中学校ですから。もし教育委員の皆さんと関係者の皆さんで少しずつ研究してもらうということは、教育行政のみならず、他の分野も含めて公共施設もありますので考えていきたいと思います。
教育長：　　実は、今年度の11月までの出生を調べてあります。今後どうするか、生徒数は減っている、当然クラスも減っている。じゃあ、３年には２クラスが１クラスになってしまう心配があります。これは保育園のクラス編成も絡んできますので、今その資料を作っているところです。今後の学校の上にも影響してくるので、できるだけ早めに対応していかなければいけないと思っています。町長が言うようにあまり先に表に出すと学校統合の話が独り歩きしてしまうことは、いけないので資料は提供させていただきながら、検討していただく機会は持っていきたいと思います。
池田委員：　　小中一貫校のテーマですが、個人的な考えとしては小中一貫校に賛成です。小学校は小学校、中学校は中学校という考え方ではなくて、小中一貫校に賛成です。佐久穂も非常にうまくいっているという話を聞きますし、もちろん財政は置いておきますが、中澤職務代理が言ったように早くから研究していかなければいけないと思います。来年再来年にできる話ではないし、どんなに早くても5年、場合によっては10年かかる話かもしれません。そこで教育長の話された人口・生徒数・子どもさんの分析しながら、計画をしてやって欲しいです。建物の老朽化ですが小学校はあります。これはもう誰が見てもわかるものですが、ハードの他にもソフトの部分で、小学校3年生の人数が少なくて場合によっては一クラスになってしまう。小学校が11クラスになると先生の配置が換わりますよね。それが小中一貫校になるとそういう部分をカバーできる、という話を三澤先生もおっしゃっておりました。先生の配置が小学校中学校両方できるとか、ソフト面も非常に優位性があると思いますし、子どものためにも専門的な教育が受けられるとか、非常に良い部分があると思います。むしろ、立科町がこれから30年、50年あり続けるとすれば、当然そこはもう避けては通れない部分です。
私はむしろ、立科町だからこそできる教育ですから、小中一貫校が絶対いいと思います。人数が少なくなればなるほど逆に、小学校中学校の両立は難しいので、それを両角町長の2期目、目指すは3期目の話かもしれませんが、できれば2期目の話で今から着手して、いろいろ議論を交わし、研究を進めていくべきだと思います。ほんとは私、個人的には昨年やったエアコンの設置は、国の補助金で出た話ではありますが、町も相当のお金が出ている話です。設置が良かったのかなと思っているぐらいなので、急務だと思っています。ですから早急に研究は立ち上げていただきたいです。
町　　長：　　そうですね。今、池田委員さんがおっしゃったエアコン問題の時も私、議員でいまししたが。ただ、昨年のような酷暑があった条件下の中で、やはり無くす訳にはいかないです。今後の修繕を考えると、どんな方向にもっていったらよいかの部分を、研究していかなければならないです。ただあまりこれが表に公に出てしまうと、すごい勢いで反動が来ますので、それで良いかというと冷静な部分が全く失われてしまうので大変なことになってしまいます。中央公民館をどうするかという問題よりも、これからの立科町の子どもの育成に係る子どもたちの問題は、慎重かつ重要で緊急性があるから、これを広げないで関係者とやっていきながら相談していかないと、独り歩きをしてしまいますから。池田さんの答弁の通りです。
中澤委員：　　はい。今、町長のおっしゃる通りだと思います。ただソフト面でできることは、今日、教育委員会の報告がありましたが、中学校の英語の先生が小学校へ行って授業をやりました。小学校の英語の授業の専科がいない。これは全県の問題です。小学校でも理科の教員と数学の専科をもっと配置しろと、そういう動きがあるのでそれを念頭におきながら、例えば、中学校の先生が免許を持っていなければ小学校の授業はできないが、小中学校でのソフト面での人的な交流を教育委員会主導で、中学校の先生方に負担を強いることになるけれども、研究を進めながらやっていく。そういうソフト面での動きは、まだやる面もあるかと思いますが、施設面で言うと町長のおっしゃったように、なかなか町内のコンセンサスを得たりするのに、非常に時間がかかる問題でもあるので、あまりそれを前面に出すのでなくて、授業の内容的なもの、教育内容から小中学校の連携が必要。それは全国的な動きであることを立科町も理解していただきながら、徐々に醸成を図る、そういうことでお願いできればと思います。
町　　長：　　やはり、「立科っ子」立科教育を前面に押し出して、立科町はそれを売りにしているので、ソフト面をしっかり活かしていかないといけないと思います。そして、普通の地域でやっていることでないことも、立科町はいろいろやっております。これから特に小学校の英語教育は先生方に重くのしかかってきますが、専門の先生がいませんので、そういった意味ではALTの問題がありましたが、いずれにしてもそういった面のソフト面を優先させなければいけない。合わせて、並行して早めに研究をしていかなければならないことは事実です。
飯島委員：　　それと同じ方向性ですが、小学校はかなり老朽化しているところに、かなり修繕費をつぎ込んでいますが、その辺がかなり気になるところです。方向性が見えない、修繕の長期的計画も見えてこないところで、補助金が付くからやっていくというところもあるとは思いますが、長寿命化でどこまで長寿命化させていくのか、わずかな金額であればよいのですが、そこの部分がかなり気になるところです。
　　　　　　　あと、LED化の関係は切れたものから一つ一つ変えていく話ですが、優先順位は低いということですが、変える労力から考えると早めに対応していただいて、働きやすい環境にしていただきたいと思います。　
教育次長：　　小学校をいつまでやるかですが、今から計画を立てても10年ぐらいはかかると思います。現状が雨漏りもしている中で、１０年間その状態でいるかというと、せめて屋根は何とかしてあげなければならない状態です。
LEDについては設計士さんの情報ですと、来年、製造中止になっても物自体は数年あって、物がすぐなくなるわけではない話をいただいた中で、すぐ、来年から手を付けなければいけない状態ではないので申し上げたところです。いずれにしろ、換えていかなければならないので、教育委員会としてはなるべく早い段階で換えさせていただいてもいい。特に小学校の場合は、ぎりぎりまでもっていってLED化して何百万かけても数年後には建て替えになるといい話ではない。できれば、早い段階にやっといて１０年後に建て替えでしたらスパンがあるからいいと思います。
飯島委員：　　小学校は壊すほうがありがたいですよね。
町　　長：　　問題は、今言ったように環境だよね。子どもたちや先生たちの教育現場の照明の明るさなど総合的に考えて、どの時点かと判断していかなければいけない。皆さんに知恵をだしていただいてどの時点がいいか。もうひとつは老朽度、子どもたちが学校生活をしていくうえで最低限の「これは」という部分において、「壊す」「壊さない」の問題よりも優先順位があると思います。それを含めて今後お願いしたいと思います。
池田委員：　　ハード面のお話が非常に多いと思います。ハードは大変お金がかかるかと思いますが、そういう中で４番目。1/2の補助です。これはしかも受けた子どもの人数に比例してという話でしたから、極端に言えば0だったら０ということですから、非常に予算的には安くて、まずはやりやすいものではないかと思いますがいかがですか。
浦野係長：　　３０年度の実績ですが、中学校になります。漢字検定を受けた子が延79人、英語検定を受けた子が延70人です。かかった費用は漢字検定で191,500円、英語検定は200,900円、この1/2の補助であれば、200,000円程度。先ほど次長の中学生対象と言いましたが、予定しているのは、小学生から高校生まで町内の児童で予定しております。もし高校生が同数受験したとしても400,000円位で事業はできると思います。
池田委員：　　1千万円から見たら安い事業ですね。

中澤委員：　　昨年度、事務局で中野市を参考にしながら漢検まで広げて素晴らしい原案を見せていただきましたが、昨年度は実現致しませんでした。是非、町長のご判断で採択いただければありがたいと思っております。今年度、文科大臣の発言で国中、大騒ぎになりましたが、英語・漢字検定を各小中学校で実施しておりますので、子どもたちに直接受験に行かせるたびに利益が戻ってくる。半額補助ということであれば、保護者も受けさせ易いということにもなるので、そういった意味でも作っていただいてある案を実行に移せるようにしていただければと思います。
町　　長：　　はい、結局これはひとつの機会とポリシーをもって立科町の子どもたちにチャンスを与えることで「伸びる」「伸びない」もありますので、行政としては進めていくことがbetterと思います。これについては、中学では希望者を募ってやったんですか？
浦野係長：　　受験したのに申請をすれば、後で半額を補助するということでした。
町　　長：　　最初は全額だし、後で半額を補助ですね。子どもたちにはソフト面は大切ですよね。ハードも大事ですがあまりにもお金がかかりすぎるので、しかも今後の問題も含めて考えておきます。
中澤委員：　　蓼科高校の支援会議にださせていただいて、一つこんなことを考えていただければなと思っている案ですが、立科町在住で立科中学校から立科高校へ進学した生徒が、かつ上級大学へ自宅から通学する場合に限って交通費の半額程度を補助する。例えば、立科町から長野大学へ行くと、そういった場合の補助を検討していただけたらと思います。蓼校生のアピールになると思います。ただ、申請でどの位になるか分かりませんが。研究も必要かもしれません。新潟県の糸魚川市は新幹線が開通した時には新幹線半額補助、上越市も新幹線半額補助、自宅通学の学生を支援するということをやっておりますので、やっぱり地元に残って上の学校で学びたいという子どもたちには積極的に支援する。地元に繋ぎ止めるには価値がある。
町　　長：　　立科から出て行って帰ってきてくれるお子さんに、奨学金の免除をどうかと思いましたが。今代理が言ったのは各地域にいて活躍してくれるだろう、これも一つの検討材料でしょう。
中澤委員：　　また検討いただければ。
総務課長：　　実は、年を明けると予算査定が始まります。ですから全部のことをやると、かなりのお金がかかりますので、それを中澤職務代理がおっしゃったように、必要性、緊急性等事業につけていただいて、それに対応した形で優先順位をつけた中で予算付けをしていくようになると思います。よろしくお願いします。そして当然のことですが、一般財源にも関係ありますので、財源についても使える補助金は研究していただきたいというのはお願いしておきます。
町　　長：　　総務課長の言った通りです。ほぼ、補助事業を考えていただいて、単独となると大きいので。いくら学校関係の施設とは言え、そこのところをしっかり考えていただきたいと思います。ただ、雨漏りしちゃって子どもたちに影響あるようでもいけないので、臨機応変さも必要ですが。
池田委員：　　雨漏りは台風前、台風後ですか？
教育次長：　　台風前です。原因が特定されません。ぽたぽた壁から染み出てくるようです。同じ時期（3年前）に低学年棟の屋根は塗り替えたのですが、今回も早めの対応がいいと考えました。
飯島委員：　　20年に1回塗り替えるとかメンテナンスができていなかったんですね。

町　　長：　　公共施設は必ず点検評価をしていかないと、ここまで来てしまうと補助事業で終わればいいけど、なければ自費でやらなければいけないから。先ほど総務課長が言ったように、査定が目前にひかえてきているので、優先順位を決めて出していただきたいと思います。ほかにありますか？
なければ（２）のその他　お願いします。
中澤委員：　　先日、町の議会で蓼科高校の募集定員について県への要請をしていただきましたが、１
　　　　　　月で志願状況出ます。80の定員になってできるだけ志願していただいて、倍率は高いほうがいいわけです。町としては、12月に議決していただいたような同じものを、新年度の4月になった以降の議会で、改めて今年度の入学生の数、倍率をみて改めてもう一度、県への請願について決議していただくようお願いします。やはりそれは3学級に次の年度は戻してしてもらいたい。今回、蓼科高校が2学級になったのは、軽井沢と小海との充足率で若干劣ったからですね。これは２に減らされる、そうすると次の年は、80が減るわけですよね。減るときに、蓼科は3に戻せと、その分軽井沢と小海は減らせと請願書には書けませんが、そこも含んで2学級になった次の年は3に戻してもらいたいとできるだけ続けていく中で、こちらの12月5日の県民新聞に載っているような中山間存立校に蓼科・軽井沢・小海は入ってないですよね。250名以上居ますから。一番大事なのは各学年が何人いるかです。次の年が大事。新年度の入学生の数を持ってして、学校人数は何人になると、ついては次の年は必ず3をよこせというところで、巻き返しをするような請願をしていただければありがたい。先日の会議では、町はあまりやってないとか遅れているとか、そのようなことは私、全く感じておりません。県教委と良好な関係を取らずしてはなり立たないので、喧嘩しても仕方がないので。まずは、現実的なところから出発をして、80の定員になったとしても、その後の次のことをしっかり考えながら、かつ先ほど町長がおっしゃったように蓼科高校としての魅力は何かということを含めて、しっかり発信していくことを高校で教育していかなければいけないと思います。
町　　長：　　そうですね。だから今日、最後に立科町議会が一応議員発議とはいえ、出した意見書の案について全会一致で採択されたというので、最後、19日、県教委の皆さんと挨拶した時にお話ししたのは、今度の入学者となると、旧第6区は75マイナス、来年は７０減。本来は、当初から申し上げているように「同じ土俵にあげてください。今年のところは我慢していただいて」と言ったら、単年単年でやるからと。それは、ある程度我慢しても、「じゃその次の年は８０に戻してもらって。」と話したら「あくまでも単年の話だから」と、これは充足率の問題で、県教委は数だから。数は重要である程度の実績を作ることが大事です。ですから蓼科高校の魅力を今後しっかりと出していくことが大事だね。引き続きやっていきましょう。ただ、行政の立場を考えますと、あまりあおりすぎてもよくないかと、その辺もご理解いただければ、
私どもはあとずさりした対応をしているわけではありません。今後、蓼科高校については地域から３００人近い若者がいなくなるということは、町の衰退に繋がるということです。これは、何としても防がないといけない。それには、まず実績を作っていかなければならないということが第一ですから、今おっしゃていただいた事も含めてしっかりとやっていかなければいけないと思っています。
堀委員：　　少子高齢化ということが立科町一番の立科町の課題だと思うのです。ですから、教育だけでなく、もっと産業の方で子どもたちの親世代が来られるような街づくりもよろしくお願いしたいと思います。 

町　　長：　　はい、 １月中旬以降に私が立ち上げようとしている創生会議の中でも テーマを出してあります。３番目には産業振興を上げてありますが、令和２年の中で進めていきたいのは、若い人たちが移り住む居場所、住居の問題と雇用の問題です。今、テレワークをやってもらって４８人ぐらい登録していますが、実はここにきてガクッと塩尻からの仕事が減って、今整備されるけれども、 私と担当で近隣歩く話もしています。せっかく研修して覚えてきても仕事量がないとだめですね。令和２年度の中では近隣との関係も含めて雇用の問題、空き家対策、ここに若者がいるかいないかは、雇用の場があるかないか、住むところがあるかないかは最低の条件ですので、その辺はしっかりとやっていきたい。
池田委員：　　蓼科高校の協議会についてですが、基本的には県教委の指導の下に進めていくしかないと私は思います。行政がどこまでかかわれるのですか。やはり教育ですし、高校の部分の話ですし、町として意見言える部分の垣根はあると思いますし、何でもかんでもできるならどんどんやったほうがいいと思います。私たちが言う立場ではないよというところもあると思います。個人的意見としては、中澤職務代理と一緒です。来年は１２０人に増やせればいいと思いますし、蓼科高校をどんどん衰退しないようにという考え方です。どこまで立ち入っていいかということが分かればと思います。
町　　長：　　町長が校長先生と一緒になって動いているわけではない。校長会があるし、県教委とのやり取りがあるわけです。そこが一番の原点です。そこがしっかりしていれば、我々は後方支援です、どちらかといえば。お金の問題とか地域の有り様だとか協力体制とかそのようなことはできます。どうしてやることができるかというと、蓼科高校の中に振興協議会があり、育成会がある。この組織を使って動きましょうということ。町長として動いているのでなく、育成会長として協議会会長として動いています。そうでないと越権行為になってしまう。ただ、長和町羽田町長も出ましたが、町村会長の立場ではありましたが、長和町からあれだけ多くのお子さんが来ている中で、少なくも丸子修学館に行くより、蓼科高校に来たほうが近いぐらいの関係で、ぜひ、お願いしたい要請で行ってもらいました。首長が完全に突っ込んでやっているわけではありません。だから一番は学校ですよ。校長中心として。今回は、いろんな皆さんが動いてくださっていますが、冷静になって考えますとあまり煽りすぎると、町がバックで操縦していると思われることが、ありうるわけです。それが逆に、これからの町と県の間柄がぎすぎすしてしまう。本来であれば県教委の皆さんと町の教育委員会がもう少し良い関係でなければいけないと思います。実は、11月11日に県教委が定例会を開いて、そこできちんと名を挙げて決定しているわけです。これが新聞紙上に出て次の募集の時は８０という数字が出ていました。この時点で本質的に、我々の思いは続いてほしいと願いますが、実際は動くはずがない。逆に見れば私たちは頑張っている。それにより、来年度入学する生徒さんの意向がこれだけいるとなり、充足率が上がると応えておかなければ、次点に繋がらない。その方向でやることと併せて蓼科高校の特色や良さをもっと知ってもらってアピールをしていく必要があります。地域高校といいますが、地域が創った高校ですので育てていきたいと思います。
　　　　　　　他にありますか？

教育長：　　先ほど総務課長の言いましたように、予算の問題はこれからですが、教育委員会の思い
　　　　　　をしっかり伝えて、財政当局、町長に理解をいただいて、できるだけ必要な物は早期に又有効に子どもたちのために進めさせていただきたい。査定が終わって3月議会に上程できる段階になったら、委員の皆さんにお知らせしたいと思っています。

町　　長：　それでは他にないようですので、以上で協議事項は終わらせていただきます。
教育次長：　慎重にご審議いただきありがとうございました。議員さん方の思いも大分受けたのもありますので、またご意見を参考にさせていただきながら、協議を進めていかれれば良いかと思っておりますので、よろしくお願いいたします。今回に限らず、お気づきの点がございましたら、遠慮なくご意見いただければと思います。よろしくお願いいたします。本日はありがとうございました。それでは、第一回目の立科町総合教育会議を閉じさせていただきます。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年12月24日　記録
